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0.用 語知識ベースのための編集機能の試作:用 語属性 ・階層構造の編集




現在 、多 くの辞書 がCD・ROM化 され、そ のGUIソ フ トに よって広 く利用 されてい るのに対
し、検 索 ツール としての シ ソー ラス は、未だ に冊子 体での利 用が主 であ り、一般利 用者 には
有効 に活用 され て いない。 本研 究室で は、 シ ソー ラスお よび階層構造 を もつ用語 デ0タ を多
面 的な アクセ スを可能 と し、特 定の シ ソー ラスに限定 され な い汎 用性 の高いBrowserと その
応用 ソフ トウエア の開発 を行 って きた田【2][3]。
また 、通 常、 シ ソー ラス等 の よ うに用語間 に狭 義語や広 義語の 関係 が ある用語 木 を編集 す
る際 に編集者 は 、辞 書デー タの入 った ファイル を直接編集 す る方 法が一般的 で ある。 しか し
この方法 は、デー タファイル にお いて編集対象 とな る用語 につ いての用語情報 や用語 関係 等
の詳細情報 をあ らか じめ調 べてお く必 要が あ る。 しか し、入 力 ミス等で編集 が失敗 した際 、
編 集 した用語間 の関係 が崩れ て しま う恐れ が ある。
当研 究は、編集者 が辞書 、専 門用語 辞典 シ ソー ラスな どの用語 知識べ一 ス を編集す る際 、
視 覚的 な木 構造表示 を可能 とす る上述 のbrowser上 で、用語属性お よび用語 の上位 一下位 関
係 を直接 編集す る機 能 の実装 を意 図す る ものであ る。 を試 作 した。 この機能 に よ り、利 用者
は用語 間の関係 を視覚的 に把 握 した上で用語 木 を編集す るこ とがで き、編集 後の用語 関係 を
リアル タイ ムに確 認 でき るこ とが実現で き る。 本報 では、 この木構 造上表示 上 の編集機 能 の
詳細 ・問題点 について報告 す る。
2.階 層構造 を有す る用語 デー タの ブラウジ ング機 能
用語 間 に階層 構造 を有す るデー タを多角的 に、言 い換 えれ ばそ の構 造か らア クセスす るた
めのブ ラ ウザ ーは、 下記 に挙 げ る機 能 を有す るこ とが必要 とされ る。
(1)見 出 し語 の迅速 かつ簡便 な検索 ・表 示。
(2)特 定 され た見出 し語 の上位 語 一下位 語 のグ ラフ ィカル表示。
(3)特 定 され た見出 し語 の上位 一下位 以外 の関係 の表示。
(4)履 歴 表示




な る。 まず は元 となるブ ラ ウジン グ機 能 について説 明す る。
2.1Browserの 利 用 事 例
上記 の要件 ・機能 の満 たすべ くJava(JDK1.4.0)で 実装 を行 った。動作 の検証 のための シ ソ
ー ラス として下記 の3種 類 を用 いた。
(1)1987年 度版INSPECシ ソー ラス
(2)1987年 度版JICSTシ ソー ラス
(3)1995年 度版EDR概 念辞書
見 出 し語数:約9,000語(デ ィス ク リプ タ:約5500語)
見出 し語数:約50,000語(デ ィス ク リプ タ:約40000語)
見 出 し語数:約400,000語
2.2Browserの 構 成
本 ブ ラ ウザ ー は 、4つ のwindowコ ン ポ ーネ ン トか ら構 成 され る。
(1)メ イ ンwindow
(2)用 語 リス トwindow
(3)用 語 木window
(4)関 連window
(1)は 最初 に表示 され るwindowで 、シ ソー ラス の選 択お よび 、履歴 ファイル の指 定 による
過去 の使 用用語の履歴表示 のた めに用 い られ る。 図2.1に その例 を示す。 頻繁 に使 用す る可




(2)は 見出 し語 を探 索、表示す るためのwindowで ある。EDR概 念辞 書 を用 いた実例 を図
1.2に 示す。利 用者 が(1)でEDR概 念 辞書 を選択す る と、用語 リス トwindowは 空 白状 態で表
示 され る。 次に、利用者 が探 したい用語 の先頭文字 を含む行(「0」 ～ 「わ」)の ボタ ンをマ ウ
スで ク リックす る と、 当該行 の文字(濁 音 な どを含む)の コンボボ ックスを表示す る(こ の例で
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は、 「ラ」行)。 利 用者 が文字 のボ タンを選択す る と、現在探索 中の文字 列 を表示 す るテ キス
トフィール ドにそ の文字 が追加 され、そ の文字列 か ら始ま る見出 し語が表 示 され る。
現在 探索 中の文字列 を表示す るテ キス トフィ0ル ドはキー ボー ドか らの直接入 力 も可能 で
あ り、探 索 した い語 がす でに判 明 してい る場合 な どは一文字ずつ マ ウス で入力 す る手 間 を省
くこ とがで きる。
対 象用語 の総数 が数 万語 以上 になる と、 当該 用語 を見つ けるための スク ロール が必 要 とさ
れ 、これ が利用者 に多大 な手 間 と時間 を課す るこ とが最初 のbrowserの 試作 時に判明 した。用
語 探索 に用い る文字列 を徐 々 に長 く して い くことによ り、見つ けたい用語 の範 囲 が徐 々 に狭
め られ るた めにス クロール の負 担が軽減 され よ うに なった。
また 、用 語 リス トwindowに 表 示 され る用語 を指定 し、上の 「表 示」ボタ ンを押す か、また
は右 ク リックの ポ ップア ップメニ ュー一に よ り、 「NT」、 「GR」 ボタ ンが現れ る(図2.2で は 「投
げ る」 を指 定)。 「NT」 ボ タンが押 され る と、用語 木windowが 表示 され 、 「GR」 ボ タンを押
す と関連windowが 表示 され る。
図2.2用 語 リス トwindow
(3)の 用 語 木windowは 、(a)階 層 表 示 、(b)二 次 元 カ ー ソル(左 上 の ボ ッ クス)、(c)構 成 用 語
リス ト、(d)用 語 木 情 報 、の4つ の コン ポ ー ネ ン トか ら構 成 され て い る。図2.3に この 例 を示 す 。
一113一
シ ソー ラスを構 成す る木 の大 き さ(用語数)、木 の高 さは様 々で あ り、通常 のデ ィスプ レイの解
像 度(1024×768～1600×1200)の 範 囲を超 え るよ うな木 も数 多 く存在す る。用語 木 を構成 す
る個 々の用語 を閲覧す るため には、縦横 のス クロール バー に よる操作 が必須 とな るが、木 が
大 きい(100語 以上)と なる と、この操作は利用者 に多大 な負荷 を課す。(b)お よび(c)は この操 作
を軽減す るた めに導入 した コンポ0ネ ン トで ある。
(a)の 階層表示 は木構 造 を表示 させ た用語 が木全体 の何番 目の改装に存在す るか、用語木 の
最 大の高 さ、用語木 に含 まれ る総 用語数 がデー タ と して表示 され る。
(b)二 次元 カー ソル は、Xtoolkitに も含 まれ るコンポ0ネ ン トであ り、 これ に よ り縦横 のス
ク ロール バーは不必 要 となった。 通 常の スク ロールバ ーに比べ木 全体 の中にお ける現在 の表
示領 域 の大 きさ と、表示位 置 を視 覚的 に理解 しやす くな り、長 い距離の ス クロール も瞬時 に
行 うこ とがで きる。 しか し、用語木 が非 常 に巨大に なる と、相対 的 にカー ソルが小 さくな り
短 い距離 の細 かなス ク ロール を行 うことが困難 になる。 そのた めに、今 回 は(d)の 用語木 を直
接 ドラ ッグす るこ とに よ り夜 ス クロール を可能 に した。 これ によ り、 巨大 な用 語木 の場 合 で
も細や か なス クロール を行 うこ とが可能 にな った。
また、左 に位 置す る(c)構成用語windowの 用 語 をク リックす る と、階層構 造 コンポーネ ン ト
はその用語 が中央 に位置す るよ うに用 語木 を再描 画す る。






























この(b)(c)2つ の コンポーネ ン トの導 入 によ り、100語 以上 か らな る大 きな用語 木 につ いて も、
自在 にその構成 用語お よびその上位語 一下位語 を知 る ことが可能 とな る。
さらに、(d)用 語木情報 表示部分 につい ては表示 す る木 の大 きさを拡大縮小 す るこ とが可能
にな ってい る。 メニ ューバ ーの 「ズー ム」 か ら 「拡大」 も しくは 「縮 小」 を選択 す る ことで
実行 でき る。加 えて、 メニューバー の 「表示」 か ら 「横」 も しくは 「縦」 を選 択す る ことに
よ り木構 造 を横 に表示す るか縦 に表 示す るかを切 り替 えるこ ともで きる。 この二つ の機 能 に
よ り、木構 造 の全 体像が視 覚的 に理解 しやす くな る。
上位 一下位語 の表示 、関連語 の表 示、お よび用語 の保存 は 、用語 が示 され る どのwindow
か らで も表示 でき る。 これ は、用語木window中 の用語木情報表 示部分 に表 示 され てい る用
語 ノー ドか らで も可能で あ る。例 えば図2.3に お いて、「振 る」の ノー ドでマ ウスの右 ク リッ
クを行 えば、ポ ップア ップwindowが 表われ 、 「GR」 を選択す る と関連windowが 表 示 され
る。 この よ うに、 どのwindowか らで も必 要な情報 を相 互に呼び 出せ るこ とに よ り、用語間
の関連 をた どり必要 な用語 を探 し出す こ とが可能 とな って い る。
(4)の 関 連windowは 用 語 同 士 が 、
で あ る。 図2.4に こ の例 を 示 す 。








ここで 、先 に用語 間の関係 につ いて説 明す る。 まず 、2っ の概念 は関係子 に よる2項 関係




りん ごを食 べ る → 食 べ るobjectり ん ご
ナ イ フ で切 る → 切 るimplementナ イ フ




・agent&(動 作 主 体)





・source&(主 体 の 最 初 の位 置)
・place&(場 所)




本 ブ ラ ウザ ー は 、 ブ ラ ウザ.___が稼 動 す るPC(windows95/98/NT),WS(UNIX)の メモ リー の
容量 が許 す限 り、同時に(1つ のブ ラウザー で)複数 の シソー ラスを利用す るこ とがで きる。図
2.5は 、INSPEC、JICST、EDRの 各 辞 書 を 同 時 に利 用 して い る例 を示 して い る。
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図2.5複 数 シソー ラスの利 用例
本 ブ ラウザ0は 、複数 シ ソー ラスを統一 され たイ ンタ0フ ェースで利用す るこ とができ る。
これ に加 え、次 に説 明す る編集機能 を用 い るこ とに よ り、複数 の用語階層構 造 の統合や 、複
数 シ ソ0ラ ス を元 と した用 語木デー タの編集 な どが容易 に行 えるよ うにな った。
3.用 語 編集機能
次に、当ブラウザに追加 された編集機能について報告す る。
用語編集 の流れ としては、編集対象 となる用語に関する用語木を表示 させ、この用語木中
で編集対象の用語を選択する。その上で編集機能を選択するとその用語に対す る編集window
が表示され、それについての各種編集を行ってい く。編集が確定されると、その編集情報に




(3)用 語 の属性変 更
(4)用 語(部 分木)の コ ピ0
(5)用 語 の詳細情報 表示
これ らの機 能の詳 細につ いて以下 に解説 す る。 また、編集機 能 は用語 木 ブラ ウザ 中で右 ク
リック し表 示 され るポ ップ ア ップ メニューか ら 「編集」 を選 択す るこ とによ り行 うこ とがで
き る。
3.1用 語 の 追 加
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図3.1用 語 の追加 例
この機 能 は、用 語の狭義語 と して新規 の用語 を追加 す る時 に用 い る。編集機 能 で用語 の追
加 を選択 し、追加 す る用語名 を記入す ると選択 され た用語 の狭義語 と してその用語 が追加 さ
れ る。図3.1に おいて、左側 は追加前 、右側 は、用語"newname"が 追加 され た後 の画 面 を示
して い る。
実 際には ポ ップア ップ メニ ュ0の 「編集 」 か ら 「ノー ドの追加」 を選択す るこ とで実行 で
きる。
3.2用 語 の削除
この機能は、選択 された用語 を削除す る機能である。用語木中から用語を削除 したい場合
には、その用語だけを削除す るだけではな く、その用語の下位用語の処理方法 についても考




(3)選 択 した用語のみを削除 し、その用語の狭義語のどれか と入れ替える
図3.2aは 削除操 作の選択画 面を示 して いる。 図3.2aの 右側 、 ノー ドの編 集windowの 「ノ
ー ドの削除」部分 で

















図3.2a削 除操作 の選 択画面
次 に、実 際に削除 を行 った際の例が 図3.2bで ある。今回 は(3)の 操 作 を選択 した場合 の例 を
示 してい る。左側 が削除前 、右側 が 「視 覚」 を削除 し、下位 語 「形感 覚」 と入れ替 え られ た

















3.3見 出 しの語 の 変 更
この機能 は用語名 な どを変 更す る際 に使 用す る機 能 であ り、編集対 象 となる用語名 を変 更
す る ときに用 い る。 図3.3に この操 作例 を示す。
図3.3見 出 し語 の変更例
3.4用 語 属 性 の 詳 細 表 示 ・変 更
用語 木上 では、そ の ノ0ド の見出 し語 とその上 下関係 しか表 示 され ていない ため、そ の他
のデ0タ(レ コー ド番 号 ・用語 の読み ・木番 号 な ど)の詳細 な情報 を参 照す るこ とがで きない。
用語 の関係 のみ が記 されて い るデー タであれば よい が、EDR概 念辞書 の よ うに、見 出 し語 が
同 じで も概念 が異 な るよ うな もの、 また概 念見 出 しの ない よ うな概念 をブ ラ ウザで表現す る
際 に、用語 の説 明がない と用語 木 の表示 ・編集 が不便 にな る。 この よ うな辞書 を用語木 上で
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表示す るために、用語の詳細を表示する機能を追加することによ り、用語情報 を参照す るこ
とが可能になった。
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3.5用 語(部 分 木)の コ ピー
指 定 した用語 以下の部分 木の コ ピー ・貼 り付 け機 能 を も実装 した。 この機能 によ り、 ある
用語 の下位 に他 の用 語以下 の部 分木 を コピーす る ことがで きる。
4.考 察
上記の編集機能は、既存の木、部分木の編集 に対 して有効である。全 く新規に木構造を生
成す る、あるいは木構造生成 の対象 となる用語 リス トのみが存在するような状況では、上記
の機能では木の構築はその操作性において不十分 と考 えられる。木構造の生成は、用語の上
位/下 位用語 を追加することであるが、これを1つ1つ 行 うのではなく、1回 の操作で複数
の用語を下位語化す るような機能も必要であろ う。
また、異なった属性群をもっ複数の用語木間での編集では、木構造以外の属性をどのよ う
にするか、 とい う問題が生ず る。 このような編集状況に対処するためには、用語知識ベース
のXMLデ ータベース化が有効であると思われる。
5.お わ りに
当研究室では、数年来、用語知識べ0ス の操作ツールを開発 ・実装 している。今回の報告
では、従来の二次元視覚化表示に加 え、同様の視覚化 一操作感覚での編集機能を開発 した。
今後は、考察で指摘 した問題の解決手段、さらにEDR電 子化辞書【4]やNTT日 本語語彙体系
固のような意味関係で結合 されたグラフ構造データの表示、編集機能を開発する予定である。
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